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～強度行動障害があっても、地域で暮らしたい～

コミュニケーションから考える
強度行動障害をもつ人への支援

「強度行動障害と

コミュニケーション支援」

1973年に京都大学医学部を卒業。

病院勤務を経て、1980-81年にロンドン大学

精神医学研究所にて児童精神医学を研修。

1981年から2017年まで、京都市児童福祉センターに勤務。

退職後は、ペンショナー児童精神科医として、主に福祉現場で

コンサルテーション活動に従事されています。現在最も力を入れ

ておられるのが、絵カード交換式コミュニケーション・システム

（PECS®）の普及です。

「重心病棟における取組

～本人の意思を尊重すること～」

講師 門 眞一郎 先生

菊池病院重心病棟 療育

熊本強度行動障害連携会
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